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柚子は日本でも一番古い歴史を持っている柑橘ともいわれています。その起源は揚子江上流から朝鮮半島を経て日本に入ってきたそうで、奈良時代にはすでに栽培が開始さ

れていたともいわれています。もともとその木の長い樹齢から縁起の良い木としての謂れもあって、季節の節目や折々の祝いの席で花を添えるようなエッセンスとしても使

われています。柚は機能的にも魚などの生臭みを消したり、爽やかな酸味から調味料と合わせられてポン酢などにも使われ、風味をよくして味わいを増し、食欲を増進させ

る力もあります。スライスした果実の一片としての柚子もおなじみですが、今だからこそ「実」の姿そのままの小さな柚子をお使いになれるのがこの「実柚子」です。ミニ

チュアの柚子の姿はあまりに可愛らしい大きさですが、風味も香りもきちんと柚子のよさを保っています。和食では昔から夏の清涼感や、魚介にトッピングをしたり季節感

を演出する懐石の吸い口などによく使われていますが、洋食でも爽やかに可愛らしく香るあしらいとして加えたりなど日本を代表する柑橘をより印象的にお使いになれるの

ではないでしょうか。 

 

実柚子 Mi-yuzu  (Young yuzu fruit) （徳島県 福島県） 

 


